
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

車線変更の前、その先の安全を確認していますか？ 

「何もないだろう」と思い込んでいませんか？ 

駐車車両、歩行者、自転車、落下物、路面の凹凸・・・ 

上手なライダーは危険予測をきちんとしています。 

「渋滞でもすり抜けできる」「道が混んでても、車線を変えながら車より速く行

ける」・・・ そんな気持ちでバイクに乗っていませんか？ 

時間に追われながらの運転は、危険予測をする余裕もなく、更に「スピード

の出し過ぎ」「安全不確認」などを誘発するなどとても危険です。 

バイクは、車よりも体に事故のダメージを直接受けるため、重大事故になり

やすく、車以上に慎重さが必要なのです！ 

車線変更、右左折、etc・・・。「動き」の前には危険を予測しましょう。 

「何かあるかも」「歩行者がいるかも」など、きちんと危険予測ができ

れば、無謀な動きはしないはず。また、危険の前に止まれるはずです。 

ヘルメットのあごひもはきつくしっかりと締めましょう。 

胸部プロテクターも着けましょう。 

ももいろクローバーZからの安全メッセージ ＞＞＞ 


